
静岡県連・60 周年記念山行報告書 

会   名 長泉麗峰山の会 報告者 後藤隆徳 

年 月 日 2026 年 05/22（日）～29（金） 

山   名 5/22 由布岳東峰（1580ｍ）、5/23 久住山・中岳（1791ｍ・九州最高峰）、

5/24 阿蘇山・高岳（1592ｍ）、5/25 祖母山（1756ｍ）、5/28 霧島山・ 

（韓国岳・1700ｍ） 

2 万 5 千図 各地 

            九州の百名山山旅 
コースと 

  タイム 

5/22 由布岳＝静岡空港 8:30-福岡空港 9:45-トヨタレンタカー-由布岳正 

面登山口 13:02-飯盛ヶ城 13:48-マタエ 15:21-東峰 15:38-マタエ-登山 

口 17:41-筋湯温泉「ひとめ荘」（泊）18:56 

参 加 者 後藤（単独） 

 

「西峰は上れなかった」 

5/22（金）晴 由布岳東峰（東峰 1580ｍ・西峰 1583ｍ、標高差＝約 805ｍ） 

       静岡空港 8:30-福岡空港 10:00-レンタカー-湯布院-由布岳正面登山口 13:02 

              -飯盛ヶ城 13:48-マタエ 15:21-東峰 15:38-マタエ-登山口 17:41-筋湯温泉 

       「ひとめ荘」（泊）18:56 

 静岡空港発 8：30。天気は良かった。空港は初見で戸惑うことが多かったが、無事

搭乗。ただ、駐車料金は 4 月から有料になった。帰着して判明したが、東部在住は割

引があった。この制度を知らなかったので、駐車料金 8000-をフイにした。これが「今

回の失敗・1」 

 待合に何人か登山風の方が居た。翌日、分かったが、静岡労山の方々だった。 

 

 

FDA（機体色は、15 色という） 

 



ヒコーキは、轟音を上げて離陸。福岡空港まで約 1 時間半。静岡空港はかつて開港

反対運動があり、私も「立木持ち主」で反対に関わった。最終的には、裁判に負けて

立木は強制伐採され空港は出来た（経緯は失念、たぶん）。反対運動に関わったのに

空港が出来たら、今回は利用者側。何たる情けない信念である。 

これは、北沢峠林道反対運動も同じである。反対運動はしたが、出来ればホイホイ

利用する。これって何だ！！現在のリニアはどうか？これも反対運動しているが、完

成すれば利用するであろうか？（リニアは利用しないと思いますが・・・） 

そんなことでアッという間に福岡着。機内でオレンジジュースとクロワッサンが出

た。闊歩するアテンダントはキレイな方だった。 

歩いて５分のトヨタレンタカーを借りて、福岡空港から有料を湯布院に向かう。か

なり長かった印象だが、グーグルは約 120ｋｍ、一時間半だった。 

湯布院を通過し、由布岳正面登山口着。東南アジア系の方でごった返していた。こ

んな変哲もない場所、何故人気があるのか分からない。多分、別府へ向かう休憩所か。

登山口は、元スキー場？夏は牧場？で確かに広々し解放感溢れる良い場所だった。 

 

 

下部は、牧場？元スキー場 

 

ともかく登山開始。時間が遅いので、他の登山者はいない。最初は前述の通り、ス

ッキリしたイイ感じだった。それが終わると、暗く湿っぽい陰鬱な山が続いた。それ

でも、ちょっとしたピークの「飯盛ヶ城」コルには、待望の「ミヤマキリシマ」が咲

いていた。静岡にはない可憐な花だった。 

 コルから上はガスでスッキリしない。アセビが繁茂し下山者が多い。やがて「マタ

エ」と呼ばれる、西峰・東峰の分岐着。看板は東峰の下に 1584ｍと書いてあった。確

かこの山は、西峰が最高峰と思ったが、足は東峰に向かった。 

あとからよく考えたら、1584ｍは、全体の最高標高表記だったか？（2 万 5 千図＝

1583．1ｍ） 

 



 



 

快晴の由布岳（ネット） 

 

由布岳西峰            マタエ 

 

 東峰は簡単に着いた。標高は、1580ｍ。西峰より 3ｍ低い。これが、「今回の失敗・ 

2」だった。下山時、ガスが流れ西峰が見えた。ガイドにあったが、確かに急峻な山

だった。登山口に帰ると車は我車だけ。遅くなったが、宿泊地の筋湯（すじゆ）に向



かった。 

結構、遠かった。夕食、ギリギリ時間に間に合った。宿は夫婦でやっている小さな

温泉宿。谷の向こうには、巨大な「ホテル」が鎮座していた。えええ～、もっと渋い

所と思ったが・・・。 

オヤジは寡黙な方。聞けば、「外人」は取らないという。女将は白髪の上品な方だ

った。ともかく温泉。家族風呂が三つあった。やや温めだが、完璧なかけ流しでなか

なかよろしい。食事も悪くなかった。ま、登山はこんな感じでイイ。beer、日本酒を

やって、早々、就寝でした。 

 

「九重山で静岡労山さんと会う」 

5 月 23 日（土）晴 九重山登山（九州最高峰・中岳 1791ｍ、単純標高差＝466ｍ、ただ長い） 

長者原・バス 7：40-牧ノ戸峠 7：50-扇ノ鼻分岐 9：04-静岡労山の方 

に会う 9：34-避難小屋-天狗ヶ城-中岳 10：40-御池-法華院温泉山荘 

12：32-雨ヶ池越 14：10-駐車場 14：42-阿蘇・内牧温泉（泊） 

朝、温泉を済ませた。この日は、久重山登山。勘定を済ませ、主人に友人情報の「打

たせ湯」を聞いた。そしたら、宿のすぐ下にあり、宿泊者は無料です、だった。 

えええ～、言ってくれれば、朝、入ったのにと思ったが手遅れ。主人も一言足りな

かったが、私も一言足りなかったか？？！！これが、「今回の失敗・3」だった。 

そんなこともあったが、車で 30 分程の九重山登山口に向かった。しかし、下山後、

「今回の失敗・4」が待っていた。 

九重山は、九重山連峰の総称で、九重山はない。あるのは、久住山。箱根山と同じ

で箱根連山に箱根山がないと同じだ。おまけに長者原の登山口は、「くじゅう登山口」

とひらがな表記でややっこしい。 

登山は、牧ノ戸峠から周回するので、くじゅう登山口からコミニティーバスで峠ま

で行く必要がある。ところが、コミバス停の奥に別の駐車場があり、そこの駐車場を

500-で利用すると、土日のみマイクロバスが峠まで送ってくれることが分かった。 

すでに何回か往復したようだ。 

天気は良いし、少しでも早く出発したいので利用した。この情報は友人からもなく、

事前に不明で、現地に来てみないと分からなかった。ともかく、無事、峠着で登山開

始。峠から登山道は、以前の階段にコンクリートを被せたもの。自然ではないが崩壊

防止の意味ではなかなか良い。こんな道は阿蘇・霧島にもあった。 

「ミヤマキリシマ」は、咲いてはいるが、やや早いようだ。地元のオジサン（ジモ

ジー）の話では、地元にいてもなかなか、サイコーの場面に出会わないという。 

ジモジーと一緒に上った。年齢は７２歳。ミヤマキリシマの良い所を教えてくれた。

足の調子がイマイチということで、扇ヶ鼻分岐で分かれた。 

星生山（ほっしょうさん）に上るか迷うところだが、今日は行程が長いので止めた。

中岳に向かう。久住山が見事だった。南面は、ややミヤマキリシマが良かった。 



 
九州最高峰・中岳（1791ｍ）から久住山（左）と星生山（右）真ん中の御池が少し見える 

 

静岡労山の方々             御池 

 

岩稜地帯を進むと、反対方面から来たご婦人が、「ゴトーさん？」のお声がけ。 

えええ～、だったが、静岡労山の江藤さんご一行だった。実は昨日、方々とは静岡空

港で一緒だった。江藤さんの旦那様には、秋の南アルプス写真展でお世話になってい

る。ただ、私は方々を知らなかったので、分からなかった。 

ご一行は、昨日、法華院に宿泊したようだ。私とは逆コース。しばし、長っ話をし



てしまったが、健闘を誓い分かれた。方々は、今日、帰静といった。 

避難小屋着。トイレもあり、多くの方が休んでいた。「久住分かれ」を通過し、天

狗ヶ城に上り、九州最高峰・中岳に立った。天気は素晴らしく全山見渡せた。下山は、

御池を経由し、法華院に向かった。内院から氷河堰みたいなガケを大下りし、ようや

く法華院着。 

内院は、月面を歩いているよう感じだった。（行ったことはありませんが・・・） 

坊ガツルは、一泊したい良い所だった。更に雨ヶ池越を通過し長者原着。疲れもあり、

結構、長く感じた。ここで「今回の失敗・４」が判明。 

何と車にトランクがなかった。朝、宿駐車場で積み忘れたのだ！！あり得ないチョ

ンボで、再び筋湯に戻る羽目に。こんな経験は初めてだった。 

長者原バス時間に焦っていたのだろうか？？単独の難しさは、こんなところにもあ

る。宿泊は、山を越えて、阿蘇・内牧温泉だった。 

 

 
「久住分かれ」を下り北千里ヶ浜から硫黄山を仰ぐ 

 

「仙酔尾根はガチガチの岩尾根だった」 

5 月 24 日（日）曇 阿蘇山登山（高岳 1592ｍ・標高差＝約 592ｍ） 

仙酔峡登山口 9：00-仙酔尾根-高岳 11：16-中岳 11：39-火口東展望所- 



旧ゴンドラ跡-仙酔峡 13：14-熊本駅前・東横イン（泊） 

阿蘇に上るべく、山を越えて熊本に入った。阿蘇内牧温泉は高価だが、なかなか良

い宿だった。特に料理が良く、当たり前かもしれないが、全て温かく出され、アユは、

頭から尻尾まで全て食べてしまった。冷えた料理が多い中で、温かい料理は余り経験

がない。朝食も部屋出しだった。 

中居さんは、台湾・中国・ネパールと賑やかだった。ネパールの方に「ナマステ」

と礼をいったら、リップサービスと思うが、「発音がイイ」と褒められた。阿蘇山登

山口は近いので、朝食を済ませ出発。 

仙酔峡駐車場は、満杯でなかった。天気はガスっぽくスッキリしない。「馬鹿尾根」

と呼ばれる仙酔尾根を上る。この尾根は、経験のない岩尾根だった。最初から最後ま

で「土・泥」が無い尾根だった。 

溶岩で出来た尾根が浸食されボコボコの岩が残った。火山でよく見られるが、八ヶ

岳・愛鷹山鋸岳にもある。ただ、登山口から山頂まで延々と続くのは珍しい。 

 

 
仙酔尾根 

 

従って、絶対、落ちたら危険な尾根。しかし、年配の女性などが、結構、降りて来

る。こんな尾根をよく下降するなと思った。過去の記録を見ると、やはり事故の記録 



 



がある。山は厳しく困難なコースを上り、楽なコースを下るが基本・鉄則と思うのだ

が・・・。下って来る方が、楽な旧ゴンドラコースを上って、危険なこの尾根を下る

としたら、状況が分かっていなかったのだろうか？そんなこんなで、ようやく高岳東

峰分岐に着いた。 

ガスガスで何も見えない。予定は東峰だったが行かないで、最高峰の高岳に立った。

とにかく、何も見えない。阿蘇の豪快な景観を堪能したかったのに・・・。しかも、

キリションで衣服が濡れて来た。 

予定は、砂千里ヶ浜から山頂部周回予定だった。そのため、「阿蘇火山防災会議協

議会・会長宛」に「火口周辺立入許可申請書」なるものを提出した。そこまでしたが、

山は無情だった。 

 

 
阿蘇山最高峰・高岳（1592ｍ）      シェルター 

 

少しでも「チラ見せ」（笑）があれば、意欲が湧くが、五里霧中ではどうしょうも

ない。また、来るしかない。皆さんも、どんどん下山を始めた。結局、諦めた、断念

した。兎に角、深い霧だった。 

下山路は快適。ルンルン下れる。やっぱり、仙酔尾根下降は考えられない。途中で

カメラの部品を拾って、地元の方に喜ばれた。ブラブラ下って駐車場着。まだ、時間

は１３時と早かった。 

膝もイマイチだったので、丁度、良かったかも。東横インは、１５時のチエックイ

ン。初めての熊本はなかなかキレイな街だった。可愛い路面電車も走っていた。 

夕食は外食だったが、イイ店を探すのは難しい。九州は「醤油」が甘くて閉口。次

回は、持参しよう！！ 

 

「霧の中のシャクナゲが救いだった」 

5/25（月）曇 祖母山登山（1756ｍ・風穴コース・標高差＝約 676ｍ） 

       熊本・東横イン-北谷登山口 6：28-風穴入口 7：27-ニ面岩 8：14-祖母山 

8：38-ヘリポート 9：23-登山口 11：08-熊本・東横イン（泊） 



祖母山登山口は、やや遠いから朝食なしで出発。下界は雲なく良い天気。北谷登山

口まで長かった。ナビがなければ、とても辿り着けない。 

祖母山（１７５６ｍ）は、かつて九州第一の高峰とされていたが、その後、九重連

峰・中岳（１７９１ｍ）に譲った。ウエストンも富士山の次に上ったという。南面の

五ヶ所には「ウエストン碑」がある。（晴れていれば行きたかった） 

深田久弥は、祖母山の表口は南面としつつも、北面の竹田からバスで訪れ、神原（こ

うばる）で一泊し、国観峠から登頂後、尾平に下った。現在でも車がなければ遠路な

山だが、当時（深田がいつ祖母山に上ったか、調べたが不詳だった）は、更に大変な

山であったであろう。 

なお、下山して判明したが、この日、神原コースを上った大分市・利根優子（49）

さんが遭難し、6/12 現在も行方不明になっている。私は時間が早かったので、山で見

かけることはなかったと思う。 

 

 

                 

東の傾山からの祖母山（ネット）は立派な山。風穴コースは裏の西で見えない 

 

駐車場には、鹿児島 NO の車が１台のみだった。この方は、逆コースで上り、風穴

コースを下った。山頂下で会った。しかし、この山も厳しい風穴を上り、なだらかな



国観峠を下るのがセオリーだろう。 

風穴コースを上る。熊騒動が多いので、今回は「クマ除けスズ」を持参。コースは

中腹まで、自然林が多くイイ感じだった。しかし、途中から急で荒れた大上りとなっ

た。 

風穴コースは周回が出来て上り約３時間。友人が上った、神原コースは、ピストン

コースで上り３時間半掛かる。風穴コースは手軽。深田も神原コースだったが、登山

口は米納辺りか。こちらは標高約 459ｍで標高差は、1300ｍ近い。 

 

風穴                  残りシャクナゲ 

 

祖母山山頂 

 

風穴は、尾根に開いた穴でなく、大岩の隙間みたいな感じ。あえて入ることはない

と思い通過した。辺りは巨石がゴロゴロし、そのような穴が多かった。巨石帯を抜け

るとようやく山頂部に達し、なだらかになった。残りシャクナゲが咲いていた。 

そういえば、一帯は、「オオヤマレンゲ」が咲く。見たい花であった。会報を交換

している、山梨山の会報告に 6/10 咲いていたとあった。 

山頂直下で若い男子が下って来た。駐車場にあった、鹿児島 NO の方だった。登山

道状況を伝え分かれた。私が駐車場に着いた時は、車はなかったので、既に下山済み 



 



だった。 

 鹿児島氏と分かれて、しばし上れば山頂だった。例によってガスガス。ま、この時

期では、仕方がないか。記念写真のセレモニーを終えて下山。 

こちらは、激下りでなく、ルンルンで下れる。２～３人に会ったが、単独の遭難女

子は会わなかった。ヘリポートを過ぎた先で、一人の中年男性に会った。 

何故か、インスピレーションというか、理由がないが感情が湧いて、結局、30 分長

っ話をしてしまった。氏は島根から、明日、この山をガイドするため、下見に来たと

いった。 

 

江上さん 

 

ガイドは、京浜から女子 3 名来るという。盛んに私の風穴コースの様子を聞いた。 

アドバイスは、風穴コースは、上るコースで下りに向かないと助言。 

何か、妙に如才ない方だった。30 分話すうちに、彼の娘さんは、女子漫才コンビの

「ニッチェ」のボンボリ頭の方のお父さんだった！！氏名は江上（えのうえ）正己さ

ん（68？）何か、人当たりの良い方だった。やっぱり親子で人を引き付ける魅力があ

るのだろうか？ 

私と話した理由は、80 歳の年齢を聞いて、今後の山の参考にしたいと、盛んに言っ

ていた。30 分も長っ話を出来るのは単独の気安さだろうか。名残惜しいが、お分れし

駐車場に戻った。 

駐車場は、車が溢れていた。これから上る方が多かった。随分、ノンビリだ。再び

車を飛ばして熊本に向かった。途中、ドライブインでラーメンを食べた。醤油ラーメ

ンだったが、何故か汁が黒かった。 

オーナーのオヤジが、亡くなった藤岡豚也そっくりで、しかもサントリーbeer のポ

スターを飾っていた。ジョッキのサントリー生ノンアルコーbeer が美味かった。話も

面白く、戦時中「祖母山にＢ29 が墜落」した話をしてくれた。 

B29・隼墜落事故 

そんなこんなで、この日も楽しく充実した一日だった。 



佐世保・黒島「天主堂」観光 

5 月 26 日（火）曇 熊本市-有明フェリー-雲仙市-相浦港-黒島フェリー-黒島-島見学 

-佐世保市・民宿「やまべ」泊 

二回目の九州なので観光もした。まずは、佐世保に飛び、フェリーで黒島目指し、

黒島・天主堂見学に行った。ついでに九十九島も見たかった。 

相浦港は小さな港で有料駐車場もなかなか見当たらなかった。港を回って網を整備

している若い衆に聞いたら、無料の駐車場に案内してくれた。助かった。お礼に昼食

用だった「冷やしラーメン」を上げた。 

黒島までフェリーは約１時間掛かる。観光客は居なかった。島に着き観光案内所に

行ったら、ゴルフカートみたいので山下さんが案内してくれた。山坂が多い島でこれ

は有難かった。何か連続で地元の方に世話になった。 

天主堂は、小高い丘の上に建っていた。来訪を予め電話していたので、応対のシス

ターは笑顔で迎えてくれ、1 時間程説明してくれた。 

1878 年に建設され、130 年の歴史があるという。基礎は、黒島の御影石、使用した

煉瓦は 40 万個といわれる。シスターにお礼の 1000-を寄付し、再びフェリーで帰った。 

 

 
佐世保・黒島「天主堂」          内部（ネット） 

 蕨展望所 



客に若い釣り人がいた。千葉君、３１歳。聞けば、横浜から車で 1200ｋｍ来たと言

う。本命は釣れずイカが沢山釣れたが、全部、リリースしたという。今日は、夜通し

走って帰るといった。イヤハヤ、ご苦労様。 

宿泊は、佐世保の民宿「やまべ」安価な宿だったが、出された鯛は美味しかった。 

 

「雨の高千穂峡に遊ぶ」 

5 月 27 日（火）小雨～曇 佐世保市「やまべ」-高千穂峡-熊本（泊） 

佐世保の民宿「やまべ」に宿泊後、翌日は、高千穂に向かった。距離は結構あった。 

高千穂峡は、多くの観光客であふれていた。当初、ボート乗船予定だったが、ネット

予約は１ヶ月先まで満杯だった。 

おそらく、団体旅行客に押さえられているのだろう。峡は写真などの想像外だった。 

もっと神秘的な所と思ったが・・・。それに川水が濁っていた。たまたま、この日だ

けだったか？ 

 

 

高千穂峡 

 

行った方に聞いたら、キレイだったとのことだが、澄んでいるときもあるのか。い

ずれにしても、人が多い観光は苦手である。この日は、京町「あけぼの荘」泊。安価

でイイ宿だったが、落とし穴があった。 

ここは友人が利用し評判は悪くなかった。ただ、その方は beer 派だった。夕食時、



メニューもよく見ないで日本酒二合注文した。味は普通だった。後に確認したら「月

桂冠」だった。日本酒を注文して飲んで、なにげなくメニューを見て驚いた。 

何と値段が一合 990-だった。えええ～、二合の間違い？しかし、でなかった。あく

まで一合の値段だった。会計時、女将に正したら「この辺りでは、皆そうです」と事

なげにいった。 

これが「今回の失敗・５」だった。「常識は地域で変わる」だった。思うに、九州は

「焼酎文化」で日本酒は別文化？これは、先日の小笠原と同じだ。そんなこともあっ

たが、翌日は、九州最後の韓国（からくに）岳に向かった。 

 

「九州最後の韓国岳で地元の方のお接待を受ける」 

5/28（木）曇 韓国岳登山（1700ｍ・大浪池コース・標高差＝約 635ｍ） 

大浪池登山口 7：58-大浪池園地休憩所 8：34-モーレツな階 

段-韓国岳 10：31-えびの高原 12：02-登山口 12：15-高千穂 

河原-あけぼの荘（泊） 

朝食を済ませて山に向かった。下界は晴れ模様だが、例によって山はガスガス。せ

っかくだから大浪池登山口から上る。駐車場に車が１台。若い衆が１名、天気待ちし

ていた。 

 

 ウルトラ階段 



 
ミヤマキリシマ 

 

下部は、九重のようなコンクリの道が続いた。下りは兎も角、上りは歩き易い。期

待の大浪池は何も見えなかった。池を半分回ったが、全く見えない。上から 2 名下っ

て来た。開口一番「階段が半端ではないですよ」だった。 

確かにいわれた通りだった。しかも、階段の幅が十分あるわけでなく、足がやっと 

乗るくらいの幅。地形図を見ると韓国岳南斜面、標高差で 250ｍくらい続いているだ

ろうか。 

階段と言えば、関東では丹沢が有名だが、丹沢は幅も広く正に階段だが、こちらは

何というか、階段というより、靴一つ分の「足場」みたいな感。しかし、ここまで良

く作ったものだ。メンテも大変だろう。韓国岳南面の急斜面に登山道を作れず階段を

作った。それはそれなりの理由があったのか。それでもようやく階段は終わり、山頂

に達した。皆さんは、ここを下って行く。 

大浪登山口から上った場合、周回は出来ないから仕方がない。ミヤマキリシマはま

あまあだった。今山行最後の山頂に達した。一応、計画通りの山旅だった。例によっ

てガスガスで何も見えない。 

二人の女性がいた。聞けば地元と神戸からの方だった。私は静岡で三島から来たと

告げる。すると、神戸の方が、昔、三島に友人がいて、広小路の「桜家」でウナギを 



 



 

 
好天の殻国岳展望（ネット・撮影日 2026/06/13） 

 



食べたが、三島のウナギは「味が違う」といった。 

そんなこんなで盛り上がった。聞けば、えびの高原側の西面はキリシマが良いとい

う。私は、北の由布岳から徐々に南下してきたが、南の霧島岳は温かく開花が早い。

それとここが正真正銘の「ミヤマキリシマ」でしっかり観察したいと思った。 

そんなことを話したら、二人が大浪池登山口に送ってくれるという。これも何かの

ご縁。好意は有難く受けた。これで、図らずも半周回が出来る。旅は様々だ。良くな

いことも有れば、良いことも有る。だから面白い。 

 二人と再会を約し、駐車場で分かれ、高千穂峰に向かった。ここは 200 名山。行け

ないこともなかったが、膝もイマイチで止めた。好天で多くの登山者が山に向かった。

再びえびの高原を回って、熊本・東横インに戻って連泊した。 

 

 

霧島神社・・・最後に「山の安全・豊かな自然・平和な世界」を祈願・感謝 

 

「さらば九州、また来る日まで・・・」 

5/29（金）晴 京町・「あけぼの荘」-えびの高原-霧島神宮-桜島見学-鹿児島空港 15:00- 

静岡空港 16:30-長泉町 18:00 

 

九州最後の日、天気は良かった。宿から、もう一度えびの高原に上り、ミヤマキリ



シマを再確認後、霧島神社を訪ねた。鹿児島空港に戻りながら桜島を遠望。 

レンタカーを返却。返却時間が少し早かったので、4000-余返金があった。ヒコー

キは、イイ感じで離陸。アッという間に静岡着。ヤレヤレであった。しかし、この後、

「今回の失敗・6」が待っていた。 

 いい調子で吉田インターを潜ろうとしたらブブブー。何と ETC カードが入っていな

かった。九州でレンタカーを使い、自車に入れ忘れた。後ろの車に迷惑を掛けてしま

った。最後の最後に、ああああ～だった。               （了） 

 

主な経費  

静岡～福岡・・・・・29550-、鹿児島～静岡＝19240-（事務手数料 4880-あり）  

静岡空港駐車代・・・8000-（秋まで東部在住者割引あり）  

レンタカー・・・・・90530-（5/22～29、トヨタ・ヤスリ、福岡～鹿児島乗り捨て）  

燃料代・・・・・・・3570-＋3090-＋3364-＋1473-  

駐車代・・・・・・・高千穂峰＝500-、くじゅうパークランド＝500-  

有料道路・・・・・・福岡～湯布院＝3090-、西九州道＝2670-、佐世保～熊本＝3880-、ほか  

フェリー・・・・・・黒島＝往復 1810-  

宿泊・・・・・・・・筋湯「ひとめ荘」＝8500-、内牧温泉「親和荘」＝23700-＋150-（入湯  

税）、熊本駅前「東横イン」連泊＝8100-×2、駐車代 2 日 2000-、  

佐世保「やまべ」＝7150-、鹿児島・京町「あけぼの荘」連泊 ＝9500- 

＋150-（入湯税）×2 

コミバス・・・・・・くじゅう登山口～牧ノ戸峠＝500- 

その他・・・・・・・夕外食 2 回、行動食、昼食、寄付＝1000-、酒代、みやげ、など 

 

 ミヤマキリシマ・韓国岳 



 

付録 

 

晴れていれば行きたかった、五ヶ所高原 「三秀台・ウエストン碑」から祖母山（ネット） 

 

 

祖母山・オオヤマレンゲ 

 


